
 

令和 3年度の総会は新型コロナウイルス感染症の感染状況を鑑み、書面議決とし議案はすべて 

可決されました。ご協力いただいた皆様ありがとうございました。 

本年度も朝日地区の皆様のお力添えを頂きながら、より良く楽しい℮－とこ朝日を目指します！ 

 

 

 

 

 

 

 

 

本年度役員の皆さんです。 

よろしくお願いいたします！ 

 

（順不同・敬称略） 

団体長委員 

専門部会委員 

令和 3 年度 e-とこ朝日 事業計画 

区長委員 

  氏 名 所 属   

1 前田 真喜子 自然環境・産業部会 部会長 

2 森下 秀幸     〃 副部会長 

3 時田 典和     〃 〃 

4 藤川 明宏 歴史文化部会 部会長 

5 御嶽 貞義     〃 副部会長 

6 高松 一彦 青少年育成部会 部会長 

7 浦井 江利子     〃 副部会長 

8 内藤 仁之栄 ふれあい部会 部会長 

9 時田 静香     〃 副部会長 

10 青山 武男 安全安心部会 部会長 

11 和田 則弘     〃 副部会長 

 

  氏 名 区 名 

1 孝久 幸一 西田中区 

2 内藤 英世 内郡区 

3 時田 正人 朝日区 

4 齊藤 重人 上川去区 

5 吉田 静夫 春日区 

6 来田 秋生 岩開区 

7 天谷 信幸 宇田区 

8 酒井 和幸 気比庄区 

9 塩屋 貞美 田中区 

10 木下  猛 乙坂区 

11 木下 久仁雄 天王区 

12 森下 幸二 宝泉寺区 

13 吉田 善男 金谷区 

14 水野 吉広 野末区 

15 漆崎 賢治 葛野区 

16 渡邉 文夫 清水区 

 

  氏 名 所 属   

1 大橋 直之 越前町社会福祉協議会 会長 

2 森下 定信 越前町商工会 朝日支部 支部長 

3 佐々木 正純 朝日商店振興協同組合 理事長 

4 時田 和一良 越前町観光連盟 役員 

5 為国 信一 朝日地区民生委員児童委員会 会長 

6 為国 信一 青少年育成越前町民会議 朝日支部 支部長 

7 安井 賢二 朝日福寿会連合会 会長 

8 橋谷 清美 朝日婦人会 会長 

9 橋谷 正人 朝日地区壮年団連絡協議会 会長 

10 城戸 恵美子 朝日地区婦人福祉協議会 会長 

11 内藤 尚子 朝日地区赤十字奉仕団 委員長 

12 千秋 政子 越前町朝日食生活改善推進員 会長 

13 安井 賢二 越前町文化協議会 朝日支部 支部長 

14 笠原 秀樹 朝日地区スポ－ツ協会 会長 

15 山口 典朗 越前消防団 副団長 

16 高山  登 鯖江交通安全協会 朝日分会 分会長 

17 細川 陽平 朝日中学校ＰＴＡ 会長 

18 渡邉 章雄 朝日小学校ＰＴＡ 会長 

19 田中 克己 糸生小学校ＰＴＡ 会長 

20 為国 順治 常磐小学校ＰＴＡ 会長 

 

  役職名 氏 名 

1 委員長 寺坂 律子 

2 副委員長 時田 和一良 

3 副委員長 孝久 治宏 

4 副委員長 時田 静香 

5 監  事 近藤 克弥 

6 監  事 来田 多美子 

7 会  計 内藤 尚子 

8 顧 問 佐々木 正純 

9 顧 問 孝久 幸一 

 

事業 

番号 
令和３年度事業 事業概要 

1 先進地視察研修事業 ・先進地視察を行うことで、まちづくりに対する意欲の高揚を図り、これからの活動の参考に資する。 

2 
丹生高校生と語る e－とこ朝日の 
まちづくり事業 

・地域課題探求授業で発表した朝日地区のグル－ブ(1年 6班、2年 6班)の内容は、丹生高校桜植樹等、e－とこ朝日の事業と密接に
関係しているため、実現可能な事業について連携して実施していく。 

3 
古墳公園と自然池を融合した 
「自然ふれあいゾーン」整備事業 

・自然池周辺、登山道、カタクリ群生地整備。 
・古墳公園周辺清掃（遊歩道、子供広場、休憩所他）。 
・春 5月 9日(日)(日赤、朝日中合同)、秋 10月中旬(丹生高、朝日中合同)2回実施、町民参加による清掃奉仕。 
・丹生ヶ丘を美しい山に 桜等植樹。 

4 花いっぱいまちづくり事業 

花だんコンクールの実施。 大きな花だんの部、小さな花だんの部。 
・応募: 6月下旬 審査:8月下旬 表彰:9月 
・栽培講習会 1回 
・各区への花の苗配布 5月 28日(金)、泰澄の杜の花壇植栽。 

5 イルミネーション設置事業 
・道の駅および朝日 CC にイルミネーションを設置する。 
 オリンピック、パラリンピック応援 5輪マ－ク、聖火、ホッケ－等点灯 7月 17日（土）～9月 11日(土) 
・糸生エコキャンドルに参加。 9月下旬。 

6 ホタル鑑賞会 
・「親子ホタル鑑賞会」勉強会の後、鑑賞する。 
・定員約 40名（バス 18名、自家用車 22 名） 小川 6月 19（土） 19:00～21:30 

7 特産物等普及事業 
・三郎座の塩柿の特産化を目指しているため、接木、剪定等の講習会を開催し面積の拡大を目指す。 
取り掛かりとして屋敷柿の充実を図る。 

8 熊等有害鳥獣学習会事業 
・熊等有害鳥獣による農林業への被害及び危険防止の観点から、これらの解決の方法等について学習会を開催し、鳥獣害対策の普
及・推進を図る。 
・学習会 1回  対象 区長、農家組合長、一般。 

9 
朝日の歴史文化発信事業 
(泰澄ゆかりの秘仏 特別拝観ツアー) 

・大谷寺、八坂神社、日吉神社、朝日観音福通寺等。 
・11月上旬 昼食付き 負担金有 町観光連盟共催。 

10 
連続講座 
「朝日の歴史文化に親しむ」事業 

・文化財めぐりウォ－キングを行い現地説明を行う。 
・秋 1回・翌年春 1回の計 2回。 
・古老に聞く 朝日地区の昔の姿等を残す。 

11 朝日ぶら歩きマップ作成事業 ・朝日地域の文化財・景観・産業などをわかりやすく示したまち歩きマップを作成する。 

12 古墳時代体験事業 
・まが玉づくり体験 夏休み期間毎日開催、子ども会等は出前、1回 100円。 
・銅鏡づくり体験 朝日地区出土の銅鏡の再現  個人負担 有 

13 伝統技術継承事業 
・昔から地域に伝承されてきた伝統的生活技術の継承と後継者の育成を図るため、技術や技法の体験機会をつくる。 
・しめ縄づくり体験を行う。 個人負担 1人 1,000円。 

14 楽しい英語ふれあい事業 
・園児、小学 1・2年生対象 11月上旬 外国人講師。 
・外国の歌と踊り､カードゲーム､オリエンテーリングゲーム等。 

15 伝統文化子ども教室事業 

・抹茶 対象 小 4～中学生 10名 月 2回の全 6回 
・ゆかた着付け 対象 親子 7月コース 3 回 
・お花 対象 小 4～中学生 10名 月 2回の全 6回 
・はしの持ち方 対象 園児～小学生 3月上旬 1回 

16 あさりんほっぺ事業 
・子育て中のお母さんが集まる場づくり、毎週火曜・木曜 9:00～17:00開放。 
・親子対象のイベント開催 お母さん方の自主サークルが企画 全 4回 
   七夕まつり 6月下旬の(日)、科学のサイエンスショー 8月下旬、小・中学生服等リサイクルバザ－ 10月、クリスマス 12月上旬。 

17 e－とこ寺子屋事業 
・毎週月曜・水曜・金曜の 9:00～17:00開放。 
  種目 卓球、けん玉、将棋、囲碁、オセロ、こま、バランスボール 
・「囲碁の日」 毎週火・金曜日 13:00～17:00 

18 地元の産業めぐり事業 
・小学生を対象に朝日地域の工場等を訪問し地元の産業の良さを知ってもらうと共に、大人になったら地元で働く意欲を喚起する。 
・夏休み期間中に実施 １回 体験有 負担金有。 

19 若者の集い事業 
・次代を担う若者の発掘・育成、若者との意見交換、やりたいことの実現を通していつまでも住みつづけたい町 朝日の実現を図る。 
  意見交換会 3回(やりたいことがあれば事業化又は協働)。 

20 あさひまつり出展事業 
・町民とのふれあいの場づくりおよび e－とこ朝日の PRのため出展する。 
  あさりんスマートボール他  

21 季節のイベント事業 

・たこづくり 5月 29日(土) 先着 10家族 個人負担 1人 200円。 
・踊り 1回 朝日東部 1号公園 ジャンルを問わずいろんな方の参加を予定。 
・コンサート 1回 9月下旬～10月中旬 個人負担 1人 500円。 
・e－とこ朝日ボ－リング大会 11月 6日(土) 個人負担 1人 1,000円。 

22 コミセンギャラリー 
・個人、団体等、誰でも自由に展示できる。 
・展示場所 朝日コミュニティセンター1階ホール。 
・展示期間 約 1 ヶ月。 

23 見守り・防災マニュアル作成事業 
・家庭でそろえる防災グッズ一覧を作成する。 
・防災チラシの全戸配布 1回 

24 防災研修会等開催事業 
・災害時における初動（第一時避難所までの避難等）体制に等ついて講演会を開催する。町防災安全課と共催 3月 
・講師 高山市 特定非営利活動法人まちづくりスポット 五十嵐浩子氏。 

25 健康ウォーキング事業 
ノルディックウォーキング 
・毎週火曜 9:00～10:30 野球場に集合し各方面へウォーキング。冬期間(12月～3月)は、朝日体育館。 
・講習会 3回 

26 スティックリング事業 

・朝日コミュニティセンター 毎週火・木曜日  9:00～11:30  
・町生涯学習センタ－糸生分館 毎週火曜日  13:30～15:00 
・講習会 糸生 3回 朝日 4回 基礎、作戦指導 
・ふくい健康長寿祭、丹南地区交流会、町体協等への参加。 

27 高齢者教室事業 
背景 29年度から介護の要支援は在宅中心、団塊世代が 70代となる。 
・料理教室 全 5回 
・「健康講座」 認知症 1回  

28 高齢者よさこい事業 
・超高齢化時代において、よさこいを通して生きがい、やりがい、体力づくりを行い高齢者の健康づくりを推進する。 
・対象 60歳以上 
・令和 3年の 1年間は体力づくりを行い、来年はあさひまつり等で披露予定。 

 


